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クリーニング苦情における最近の傾向（続報）

　　　　　近畿大豊岡短大〇中島照夫、竹内善和

　　　　　和歌山信愛女短大　中田尚子、クリーニング綜合研　小野雅啓

目　的　前報1 ）では、クリーニング事故の未然防止、繊維製品の質向上、消費者啓発の

礎資料を得るため、横浜市のクリーニング綜合研究所に持ち込まれた２年間の事故鑑定

を用いたが、今回は、８年間の事故鑑定書を用い、主として質問項目間の関係を調ぺる

めに距離づけを行なった。

調査方法　本調査に用いた資料は、横浜市のクリーニング綜合研究所の取り扱った事故

類の鑑定書（昭和5 4年３月から昭和6 2年２月まで）合計4 4 6 0件である。質問項

は前報1 )と同様に８個の大項目と14 6個の小項目に分類し、年月別の度数を数え、全

の項目において年月別の合計が10 0に満たないサンプルは、より精度の高い分析を行

うために削除したので、サンプル数は2 7 6 4件となり、小項目は6 9個に整理するこ

ができた。その結果、アイテム数が８個（事故名、責任所在、事故原因、洗い方、素材

色柄、製品名、製品の形態）でカテゴリーはそれぞれ、9, 9, 9, 7, 8, 11, 1

. 4個に整理され、その中で数量化n類を行なった。

結　果　過去８年間のクリーニング苦情調査は、質問項目間の距離づけの結果、事故原

因の相当な部分が事故名、責任所在で説明できることが前回よりも明らかになった。

　文　献　中島照夫、竹内善和、中田尚子、三石芳通：日本家政学会第4 0回大会研究発

表要旨集、17 2、１ ９ ８ 8 .
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衣料用の各種繊維に対する女子学生の認知

鳴門教育大学　○藤原康晴　　中国短期大学　近藤信子

　目的　被服材料として用いられている各繊維は、まず、その組成によって分類され、つ

ぎに、製造法によって再生、合成繊維などのように中分類され、さらに、天然繊維と化学

繊維に大分類されている。このように各繊維は、学術的には明確に分類されているが、一

般消費者は繊維の組成や製造法によって繊維を識別し、分類しているのではなく、イメー

ジで捉えている場合が多い。ここでは、被服材料として用いられている各繊維のイメージ

を測定し、そのイメ-ジによって繊維を分類して上述の学術的分類と比較検討した。

　方法　被服材料として用いられている綿、麻、毛、絹、レーヨン、アセ■r ート、ナイロ

ン、ポリエステル、アクリル、ビニロンの1 0種の繊維を選び、２つずつの繊維の相違度

を「非常によく似ている」から「非常に異質である」までの６段階で評定(評定不可能の

場合は記入しないように教示）した。この評定平均値を用いて距離行列を作成し、これを

インプットデータとして多次元尺度分析を行った。

　結果　多次元尺度分析における適合度の指標とされているKruska Iのstressは、２次元で

は0 . 15、３次元では0.10となった。２次元の0.15は満足すべき値ではないが、対象として

いる繊維の数が少ない（10）ので、２次元とした。この２次元上に各繊維をプロットしたと

ころ、「ナイロン、ビニロン、ポリエステル、レーヨン、アセテート」、「綿、麻、絹」、

が近接して布置され、　「毛」は他の綴維とは離れたところにプロットされ、アクリルは合

成繊維群と毛の中間に布置された。女子学生の各種繊維に対する認知は天然繊維と合成繊

維の区別だけが顕著であることがわかった。


